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した。研究の焦点として、 i )光エネルギー移動を活用した系(l、 2章)、 i)水溶性デンドリマー構造を






























換ジフェニルブタジエン (Tf¥⑪B) を合成してその光反応性とも比較した。コアである TMDBと脂溶性の
DBは光照射によって、trans，trans体から αs，trans体への光異性化反応を起こした。異性化量子収率 (φ削)は、
Tf¥⑪Bで0.26、DBの第 2世代、第 3世代でそれぞれ 0.14、0.10であった。水溶性デンドリマーにおいても
光異性化反応が進行し、 wDBの第 2世代、第3世代でそれぞれ 0.64、0.82と非常に高い値を示した。さらに、
trans，trans体はほとんど消失し、 α;s，trans体もしくは cis.cis体への選択的な異性化反応の進行が示唆された。











うに、 i光子の吸収により、 1分子内でスピン多重度の異なるエネルギー移動を 2回経由して、反応を起こ
すスピン多重度の励起状態を高い効率で生成し、しかもそれが非常に低濃度の条件で達成されたのは、極め
て重要な研究成果である。さらに、水溶性のジフェニルブタジエンデンドリマーで通常では起こらない高選
択的な方向への光異性化を起こすことを可能にし、水溶性の有機化合物や高分子が特異的な光反応、を起こし
うることを示す重要な結果を得た。このように、デンドリマー型巨大分子を活用した、高効率なエネルギー
移動と高効率な光異性化および高選択的な反応を見いだし、その反応機構と要因について明らかにした本研
究の成果は、今後のこの分野の研究の発展に寄与するものとして評価された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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